
弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て

土

屋

育

子

京
都
府立
南
陽高
等

畢
校

は

じ

め

に

本
稿
で
取
-
上
げ
る

『西
麻
記
』
は
'
元
楽
劇
を
代
表
す
る
傑
作

の
一
つ
で
あ
る
｡
北
方
の
音
楽
北
曲
を
用
い
る
雑
劇
の
芝
居
で
あ
る

こ
と
か
ら

『北
西
麻
』
'
或
い
は
作
者
が
王
賓
南
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら

『王
西
麻
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
｡~現
在
見
え
る
形
に
な

っ
た
の
は
元
未
明
初
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
､
成
立
首
初
の
テ
キ
ス

ト
の
形
態
に
つ
い
て
は
議
論
が
多
い
｡
そ
の
原
因
の
1
つ
は
'
『西

府
記
』
成
立
普
初
の
版
本
は
残
っ
て
お
ら
ず
､
完
全
な
形
で
現
存
す

る
最
も
古
い
版
本
が
'
明
代
中
期
'
弘
治
十

一
年
に
出
版
さ
れ
た
所

謂
弘
治
本
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
､
『西
府
記
』
の
テ
キ
ス

ト
は
寓
暦
年
間
以
降
に
大
量
に
刊
刻
さ
れ
､
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
も

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

か
な
-
の
敦
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
'
各
テ
キ
ス
ト
間
の
影
響
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
自
膿
が
､
き
わ
め
て
難
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と

も
あ
る
で
あ
ろ
う
｡

先
行
す
る

『西
府
記
』
版
本
研
究
に
つ
い
て
振
-
返
っ
て
み
よ
う
｡

『西
府
記
』
版
本
研
究
と
し
て
初
期
に
成
さ
れ
た
の
が
､
田
中
謙

①

二
博
士
の
研
究

で
あ
る
｡
博
士
は
'
現
存
最
古
の
完
全
な

『西
府

記
』
版
本
で
あ
る
弘
治
本
に
つ
い
て
､
本
文
に
誤
-
が
多
い
こ
と
を

②

指
摘
し
た
上
で
'
そ
の
債
値
を
低
-
み
て
お
ら
れ
る

｡

し
か
し
､
何

故
弘
治
本
に
誤
り
が
多
い
の
か
と
い
う
鮎
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お

ら
れ
な
い
｡③

博
田
華
氏

は

'
寓
暦
版
西
府
記
の
版
本
を
､
第

一
群

(余
波
東
本

な
ど
)'
第
二
群

(三
根
堂
刻
本
な
ど
)､
第
三
群

(天
草
閣
本
な
ど
)
に

分
け
'
第

一
群
は
場
上
系
'
第
二
､
三
群
は
案
頭
系
と
さ
れ
る
｡
弘

治
本
は
､
第
二
群

･
第
三
群
と
と
も
に
坊
刻
通
行
本
の
流
れ
に
位
置

､づ
け
ら
れ
る
｡
第

一
群
の
場
上
系
は
､
案
頭
系
と
は
流
れ
が
異
な
る

と
し
た
上
で
､
｢刊
刻
は
弘
治
本
よ
-
は
る
か
に
後
で
も
'
む
し
ろ

古
い
も
の
を
俸
え
て
｣
お
-
'
弘
治
本
よ
-
余
波
東
本
の
方
が
古
い

形
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
｡
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④

田
仲

1
成
博
士
の

1
連
の
版
本
研
究

で

は
､
｢明
初
以
来
の
原
本

北
西
廟
記
が
明
中
葉
を
挟
ん
で
い
か
な
る
流
博
と
分
化
を
囲

っ
た

か
｣
と
い
う
鮎
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
｡
｢最
善
の
テ
キ
ス
ー
｣

探
し
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
-
'
テ
キ
ス
ー
の
本
文
そ
の
も
の
を
校

勘

･
検
討
し
'
膨
大
な
数
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
づ
け
を
行

っ
た
と
い

う
鮎
で
'
非
常
に
劃
期
的
な
研
究
で
あ
る
｡
博
士
は

『西
府
記
』
テ

キ
ス
ト
の
流
博
を
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
｡
Ⅰ
群

(碧
箔
斎
本
･

余
波
東
本
)
か
ら
'
Ⅱ
群
間
本
系

(三
根
堂
本
な
ど
)
へ
と
受
け
継
が

れ
'

Ⅱ
群
か
ら
Ⅲ
群
東
本
系

(天
草
閣
本

･
容
輿
堂
本
な
ど
)
と
t
V

群

(4)陽
腔
系
散
駒
集
な
ど
)
の
二
方
向
に
分
化
し
た
と
さ
れ
る
｡
弘

治
本
に
つ
い
て
は
Ⅰ
群
と

Ⅱ
群
の
中
間
で
あ
る

r群
の
位
置
を
輿
え
'

弘
治
本
の
債
値
を
認
め
な
が
ら
も
､
余
波
東
本
な
ど
の
ほ
う
が
よ
り⑤

古
い
要
素
を
残
し
､
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

｡

こ
の
よ
う
に
'
先
行
研
究
に
お
い
て
､
弘
治
本
は
現
存
最
古
の
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
が
な

か

っ
た
｡
し
か
し
筆
者
は
'
弘
治
本
が
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
の
か
'
再
度
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
｡

そ
の
た
め
に
は
､
詳
細
で
廉
範
な
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
を
行
う
こ
と
が

必
要
と
な
る
が
､
『西
府
記
』

の
場
合
'
曲
解

･
墓
詞
の
増
減
だ
け

で
古

い
形
態
の
テ
キ
ス
ト
を
見
極
め
る
こ
と
は
難
し
い
｡
ま
た
､
テ

キ
ス
ト
の
眉
批

･
校
語
に
見
え
る

｢古
本
｣
を
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト

と
比
較
す
る
方
法
も
､
常
時
の
知
識
人
た
ち
が
認
識
し
て
い
た

｢古

本
｣
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
'
そ
の

｢古
本
｣
な
い
し

は

｢古
本
｣
に
近
い
テ
キ
ス
I
が
賓
際
の
古

い
テ
キ
ス
I
で
あ

っ
た

と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡
本
稿
で
は
'
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
弘
治
本
を
中
心
と
し
て
､
諸
テ
キ
ス
ト
と
校
勘
を
行

い
'
『西

廊
記
』
の
諸
テ
キ
ス
ト
間
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
､
先

行
作
品
で
あ
る

『董
解
元
西
府
記
譜
宮
調
』
(以
下

『董
西
府
』
)
と

の
比
較
'
そ
し
て
'
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
こ
な
か

っ

た
弘
治
本
に
お
け
る
膿
我
の
分
析
な
ど
を
試
み
て
み
た
い
｡

l

テ

キ

ス

ト

校
勘
に
使
用
し
た
版
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

⑥

Ⅰ

『西
府
記
』
テ
キ
ス
ー

①

弘
治
本

『奇
妙
全
相
註
梓
西
府
記
』
五
巻

(各
巻
四
所
､
巻
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二
の
み
五
折
)
弘
治
戊
午

(十
一
年

一
四
九
八
年
)
金
蔓
岳
家

重
刊

刊
記
の
欄
外
に

｢正
陽
門

(筆
者
注
-
北
京
の
前
門
)
○

大
街
東
下
小
石
□
第

一
巷
内
岳
家

○
移
請
書
書
坊

○
是

(○
-

本
来
有
る
べ
き
文
字
を
映
-
)｣
と
あ
-
'
北
京
で
刊
行
さ
れ
た

も
の
｡
-

〔弘
〕

②

余
波
東
本

『

重刻元
本題
許
音
碍西
廟
記
』

二
巻

余
波

東
校

寓
暦
間

福建劉
龍田
刊
8
...〔余
〕

③

凌
濠
初
本

『西
府
記
』
五
本

天
啓
刊

凌
濠
初
批
難
朱

墨
套
印
本
-

〔凌
〕

④

容
輿
堂
本

『李
卓
吾
先
生
批
評
北
西
麻
記
』
二
巻

李
賛

評

寓
暦
三
十
八
年

(
一
六

l
O
)
款
書

容
輿
堂
刊
毎
…

〔容
〕

⑤

王
族
徳
本

『新
校
古
本
西
府
記
』
五
巻

王
駿
徳
校
注

寓
暦
四
十
二
年

(
一
六
一
四
)
序
-

〔王
〕

⑥

何
竪
校
本

『北
西
廟
記
』
二
巻

何
壁
校

寓
暦
四
十
四

年

(
1
六
1
六
)
序
-

〔何
〕

⑦

張
探
之
本

『張
深
之
先
生
正
北
西
麻
秘
本
』
五
巻

張
深

之
校

崇
頑
十
二
年

(
一
六
三
九
)
序

-

[張
〕

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

ⅡⅢ
⑧

天
章
閣
本

『李
卓
吾
先
生
批
鮎
西
麻
記
異
本
』
二
審

李

資
許

崇
顧
十
三
年

(
一
六
四
〇
)
序

西
陵
天
章
閣
刊
本
-

〔
天
〕

⑨

汲
古
閣
六
十
種
曲
本

『六
十
種
曲
』
所
収

｢北
西
麻
記
｣

崇
顧
問

汲

古
閣

刊本
-

〔汲〕

⑨

⑲

紳
田
本

『北
西麻記
』

刊刻
年
不
明

神
田
喜

一
郎
氏
蔵

-

〔
紳
〕

⑲

⑪

風
月
錦
嚢

『新
刊
摘
匪
奇
妙
戯
式
全
家
錦
嚢
北
西
麻
』
徐

文
昭
編
輯

嘉
靖
三
十
二
年

(
一
五
五
三
)
虐
氏
進
賢
堂
重
刊

本
｡
『西
府
記
』
の
節
略
本
を
収
録
｡
ス
ペ
イ
ン
･
エ
ス
コ
リ

ア
ル
囲
書
館
戒

改
編
版
北
西
廟
記

⑫

薬
蓮
碩
人
本

『詞
壇
清

玩
築
蓮
碩
人
槍
改
定
本

(西
府

⑪

記
)』
二
審

明
察

蓮
碩
人

噂

改天
啓
元
年

(
一
六
二
一
)
序

刊
本

北
京
園
書
館
戒

『董
西
府
』
テ
キ
ス
ト

⑬

『古
本
董
解
元
西
府
記
』
(量
解
元
西
廟
記
諸
富
恥
』)
八
巻

明
燕
山
松
渓
逸
入
校

嘉
靖
三
十
六
年

(
一
五
五
七
)
序
刊
本
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上
梅
園
書
館
蔵

『西
府
記
』
版
本
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
､
明
代
文
人
の
見
方

が
参
考
に
さ
れ
て
き
た
｡
古
本
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
､

王
膜
徳

(字
伯
良
'
親
方
諸
生
'
曾
稽
人
)
『新
校
注
古
本
西
府
記
』

(寓
暦
四
十
二
年

(
1
六
一
四
)
序
)
や
凌
濠
初

『西
府
記
五
本
』
(天

啓
年
間
刊
)
及
び
架
蓮
碩
人
本
に
お
け
る
記
述
が
重
視
さ
れ
た
｡
こ

れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
で

｢古
本
｣
ま
た
は

｢筋
本
｣
と
引
用
さ
れ
'
最

も
古
形
を
博
え
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
重
税
さ
れ
て
い
る
の
が
'
碧
篤

斎
本

(嘉
靖
二
十
二
年

(
一
五
四
三
)
刊
｡
王
本
の
凡
例
に
よ
る
)
で

あ
る
｡
碧
箔
藤
本
は
'
お
そ
ら
-
明
代
文
人
の
間
で

『西
麻
記
』
の

古
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
'
知
識
人
の
開
輿
が
強
い
テ
キ
ス
-
に
は

少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
持

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
碧
箔
蔚
本
臼
健

は
す
で
に
現
存
し
な
い
が
'
架
蓮
碩
人
本
の
眉
欄
に
碧
鋳
蔚
本
の
特

徴
を
示
す
校
語
が
記
さ
れ
､
断
片
的
に
で
は
あ
る
が
碧
箔
新
本
の
本

文
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
｡
と
は
い
え
､
明
代
の
認
識
が

正
し
い
と
も
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡
や
は
-
'
弘
治
本
を
中
心
と
し

た
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
｡

二

『董
西
府
』
と
の
関
係

こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
弘
治
本
に
は
､
古
い
要
素
は
全
-
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
こ
で
'
先
行
す
る

『董
西
麻
』
と
の
比
較
を

し
て
み
た
い
｡
『西
麻
記
』
が

『董
西
麻
』
に
依
接
し
て
い
る
と
い

⑲

う
こ
と
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
指
摘
が
あ
る

｡

し
か
し
､
『西
廟
記
』

の
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
が
よ
-

『董
西
府
』
に
近
い
関
係
に
あ
る
の

か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
｡
こ
こ
で
は
､
弘
治
本
を
中
心

に
す
え
な
が
ら
'
あ
わ
せ
て
余
波
東
本
と
凌
濠
初
本
に
つ
い
て
も
注

目
し
た
い
｡

ま
ず
'
弘
治
本
の
巻
五
第

一
所

(以
下
5
-
1
の
よ
う
に
記
す
)

【
酷
萌
産
】
曲
の
後
に
あ
る
次
の
箇
所
を
見
て
み
た
い
｡
鷺
鷺
が
張

生
及
第
の
手
紙
と
詩
を
謹
ん
だ
後
の
く
だ
-
で
あ
る
｡

例
1
-
弘
治
本
5
-
1
【
酷
萌
産
】
曲
の
後

〔弘
〕
旦
喜
不
日
勝
｡
探
花
郎
是
第
三
名
｡

(且
は
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
｡
探
花
郎
は
第
三
位
の
成
績
で
す
)

各
テ
キ
ス
ト
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

〔余
〕
(鷲
)
漸
悦
｡
探
花
郎
早
是
第
三
名
也
阿
｡

JOO



(鷺
貸
せ
-
ふ
-
あ
り
が
た
い
こ
と
｡
探
花
郎
は
第
三
位
の
成
績

だ
わ
)

0

〔容
〕
･
〔何
〕
･
〔
天
〕
(筆
H
)
漸
悦
也
｡
探
花
郎
是
第
三
名
｡

〔
王
〕
･
〔
凌
〕
存
在
せ
ず

諸
本
が
明
ら
か
に
董
詞
で
あ
る
の
に
野
し
て
'
弘
治
本
は
地
の
文

あ
る
い
は
第
三
者
的
な
語
-
口
で
あ
る
｡
『董
西
麻
』
巻
七
を
見
て

み
る
と
果
た
し
て

｢鷺
解
詩
旨
日
-
探
花
郎
､
第
三
也
｡｣
と
い
う

よ
う
に
類
似
し
た
表
現
が
見
え
る
｡
｢旦
喜
不
日
勝
｣
に
首
た
る
も

の
は
な
い
の
だ
が
､
例
え
ば
巻
三

｢生
喜
不
日
勝
｣
'
巻
五

｢生
啓

門
観
｡
喜
不
日
勝
｣
や
､
同

｢張
生
逐
展
開
｡
議
了
鷺
鷺
詩
｡
喜
不

日
勝
｣
と
見
え
'
『董
西
廟
』
で
は
よ
-
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
｡

ま
た
'
次
の
例
も
見
て
み
よ
う
｡

例
2
･･弘
治
本
1
-
3

(は
じ
め
)

〔
弘
〕
(末
上
云
)
-
-
詩
日

矧
尋
丈
鼠
矧
㈲
苛

=
矧
鄭
矧
矧

矧
片
町
｡

【
闘
鶴
鶴
】
(生
唱
)
玉
宇
無
塵
'
銀
河
潟
影
｡

-

(四
曲
略
｡

【
小
桃
紅
】
の
あ
と
)

晩
'
不
見
月
中
人
｡

(諸
本
は
､
脚
色
を

｢生
｣
と
す
る
以
外
は
'
弘
治
本
に
一
致
)

〔余
〕
(生
上
云
)
-
･･･正
是
､
刃
矧
良
材
矧
粛
矧
1
対
上
対
人

恥
不
火
｡

【
越
調
闘
鶴
鵠
】
(生
唱
)
玉
宇
無
塵
､
銀
河
海
影
｡
-

(四

曲
略
｡
【
小
桃
紅
】
の
あ
と
)

(生
云
)
呼
､
好
明
月
｡
(余
本
の
み
こ
こ
に
【ム
】
曲
が
入
る

が
略
)

花
陰
寂
寂
春
｡
如
何
臨
時
晩

不
見
月
中
人
｡

〔凌
〕
(末
上
云
)
･･･-
正
是
'
矧
尋
方
丈
1.I.g
㈲
碍

M
矧
矧
.g
i.矧

矧
甘
粕
｡

【
越
調
闘
鶴
鵠
】
卦
封
矧
園
J
矧
漸
矧
畝
｡

･･･
(四
曲
略
｡

【
小
桃
紅
】
の
あ
と
)

- 101-

花
陰
寂
寂
春
｡
如
何
臨

(末
-
念
詩
日
)

花
陰
寂
寂
春
｡
如
何
臨
時

暗
塊
､
不
見
月
中
人
｡

〔
容
〕
(生
上
云
)
-
-
×
×

矧
尋
丈
塾
.E.i
偲
RTt'"
矧
矧
矧
矧

矧
甘
粕
｡

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て

(土
屋
)
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【
闘
鶴
鵠
】
(生
唱
)
五
割
熱
圏
1
射
矧
鳳
畝
｡

-

(四
曲
略
｡

【小
桃
紅
】
の
あ
と
)

【
尾
】
-
-
閑
尋
丈
室
高
低
語
｡

是
夜
月

色
如
童
｡
生
至
鷺
庭
側
近
｡
口
占
二
十
字
小
詩

一
絶
｡
其
詩
日
｡

花
陰
寂
寂
春
｡
如
何

如
何
臨
時
塊
｡
不
見
月
中
人
｡

臨
時
塊
､
不
見
月
中
人
｡

[
王
〕
(生
上
云
)
-
-
×
×

矧
尋
五
泉
嵐
胤
碍

=
矧
矧
画
風

矧
甘
粕
｡
(生
唱
)

【
越
調
闘
鶴
弟
】
封
封
矧
矧
ー
楓
漸
鳳
畝
｡

-
I
(四
曲
略
｡

【小
桃
紅
】
の
あ
と
)

(念
詩
日
)

花
陰
寂
寂
春
｡
如
何

臨
時
晩
､
不
見
月
中
人
｡

こ
の
部
分
は

『董
西
府
』
巻
五
の
次
の
部
分
に
も
と
づ
く
と
思
わ

れ
る
｡

【
尾
】
是
夜
封
封
熱
風
｢
矧
矧
胤恩
矧
｡
月
華
鋪
地
｡
愈
噂
話

客
之
吟
｡
花
気
薫
人
｡
欲
破
緯
恰
之
定
｡

人
間
良
夜
静
復
静
｡
天
上
美
人
乗
不
束
｡

傍
線
部
に
注
目
す
る
と
'
余
櫨
東
本
の
ほ
う
が

『董
西
廟
』
に
近

-
'
弘
治
本

･
凌
濠
初
本
は
改
編
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
｡
し

か
し
'
『董
西
麻
』
巻

1
に
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
O

(巻
1
に
類
似
す
る
箇
所
に
は
鮎
線
を
'
巻
五
に
類
似
す
る
箇

所
に
は
傍
線
を
付
す
)

弘
治
本
1
1
3
は
張
生
が
鷺
鷺
の
姿
を
初
め
て
目
に
す
る
場
面
で
'

『董
西
府
』
で
は
巻

l
が
封
鷹
す
る
｡
『董
西
府
』
巻

1
の
引
用
部

分
と
'
『董
西
府
』
巻
五

｢玉
手
無
塵
｡
銀
河
潟
露
｣
と
は
'
と
も

に
張
生
と
鷲
鴛
が
出
合
う
場
面
と
い
う
こ
と
で
は
共
通
す
る
｡
『西

府
記
』
で
は
､
『董
西
府
』
の
詩
句
を
異
な
る
場
面
に
使
う
傾
向
が

⑭

見
ら
れ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
-

'

こ
こ
で
は

『董
西

廟
』
巻

一
だ
け
で
は
な
-
'
『董
西
麻
』
巻
五
の
南
方
の
曲
解
を
利

用
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
余
櫨
東
本
の
引
用
箇
所
に
見
え
る

｢人

間
良
夜
静
不
静
､
天
上
美
人
来
不
束
｣
の
句
は
､
賓
は
弘
治
本
と
他

の
テ
キ
ス
ー
で
は

『董
西
府
』
巻
五
に
野
庭
す
る
箇
所

(弘
治
本
4

-

1

【端
正
好
】
曲
後
)
に
見
え
て
お
-
､
余
波
東
本
だ
け
が
他
の
テ

キ
ス
ト
と
異
な
っ
て
い
る
｡
つ
ま
-
､
こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
'
余

波
東
本
の
み
書
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
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つヽ
0

『西
府
記
』
の
諸
テ
キ
ス
ト
全
般
に
共
通
す
る
事
柄
と
し
て
'
い

ず
れ
も

『董
西
府
』
に
近
い
部
分
を
持
ち
な
が
ら
も
､
す
で
に
様
々

な
改
訂
の
手
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
'
そ
の
た
め
い
ず
れ
を
古
い
と
見

る
べ
き
か
の
判
断
を
下
す
の
は
難
し
い
｡
し
か
し
こ
の
よ
う
に
し
て

み
る
と
'
弘
治
本
と
比
較
し
て
､
余
波
東
本
､
凌
濠
初
本
な
ど
の
ほ

う
が
､
改
訂
の
あ
と
が
よ
り
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

こ
れ
は
弘
治
本
の
古
き
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

三

弘
治
本

の
膿
裁

現
存
最
古
の
版
本
弘
治
本
は
'
戦
後
に
な
っ
て
尊
兄
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
が
'
前
述
し
た
よ
う
に
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
存
在
債

値
に
注
目
し
た
研
究
は
少
な
い
｡
弘
治
本
が
軽
税
さ
れ
る
に
至
っ
た

の
は
'
諸
本
と
は
異
な
る

｢誤
-
｣
-

不
合
理
な
折
分
け
､
役
割

秦

(脚
色
)
の
不
統

T
'
登
退
場
を
示
す
ト
書
き
の

｢上

･
下
｣
を

⑮

随
庭
に
映
-
こ
と
ー

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る

｡

一
方
'
例
え
ば
'

古
い
部
分
を
残
す
と
い
わ
れ
る
余
波
東
本
に
は
､
弘
治
本
の
よ
う
な

｢誤
-
｣
は
み
ら
れ
な
い
｡
弘
治
本
の
こ
の
よ
う
な

｢誤
-
｣
は
､

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

一
腰
何
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡

弘
治
本
は
'
比
較
的
大
判
の
本
で
､
各
葉
の
上
半
分
に
精
微
な
括

給
が
付
け
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
は
比
較
的
上
流
の
階
層
向
け
に

作
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
｡
弘
治
本
の
刊
語
で
は
､

弘
治
本
が
営
利
目
的
の
出
版
物
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
､

弘
治
本
が
'
明
代
後
期
に
現
れ
る
王
族
徳
本
や
薬
蓮
碩
人
本
と
い
っ

た
文
人
が
開
輿
し
て
い
る
テ
キ
ス
-
と
性
格
を
異
に
す
る
鮎
は
､
確

認
し
て
お
-
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(
-
)

不
合
理
な
折
分
け

そ
れ
で
は
'
弘
治
本
の
形
式
を
詳
し
-
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
｡

『西
麻
記
』
は
雑
劇
の
代
表
作
と
言
わ
れ
な
が
ら
､
賓
は
雑
劇
と

し
て
は
異
例
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
｡
雑
劇
は

一
般
的
に
四
所
構
成

を
と
る
が
'
弘
治
本
は
異
例
の
全
五
巻
二
十

一
折

(巻
二
の
み
五
折
)

と
い
う
惟
我
を
と
る
｡
各
巻
が
雑
劇

一
つ
分
に
相
首
L
t
五
つ
の
難

劇
で
一
つ
の
話
を
構
成
し
て
い
る
｡
と
こ
ろ
が
'
こ
の
構
成
に
つ
い

て
､
弘
治
本
の
折
分
け
は
安
富
性
を
鉄
-
こ
と
が
す
で
に
先
行
研
究

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
以
下
に
そ
の
箇
所
を
示
し
て
み
よ
う

(数
字
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は
巻
-
折
を
表
す
｡
以
下
同
じ
)｡

2
-
2

諸
本
は
こ
こ
で
折
分
け
せ
ず
､
弘
治
本
第

1
折
と
第
二

所
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
､
第

一
折
と
す
る
｡
凌
本
は
第

一
析
最

⑮

後
の
夫
人
の
白
か
ら
第
二
折
に
あ
た
る
部
分
を
裸
子
と
す
る

｡

2
-
3

｢夫
人
上
云
｣
か
ら
折
を
分
け
る
｡
(弘
治
本
以
外
の
テ

キ
ス
-
で
は
余
波
東
本
が
同
じ
箇
所
で
折
分
け
を
す
る
｡
そ
の
他
の
テ

キ
ス
-
で
は
直
後
の
｢夫
人
云
-
今
日
安
排
下
小
酌
｣
か
ら
折
を
分
け

る
｡)

2
-
4

諸
本
は
第
三
折
末
尾

｢夫
人
排
卓
子
上
云
｣
か
ら
折
を

分
け
る
が
'
弘
治
本
は
そ
の
後
の

【
壁
調
五
供
養
】
か
ら
第
四

折
と
す
る
｡
賓
際
は
夫
人
の
白
か
ら
且
の
唱
に
か
け
て
は
連
績

し
て
い
る
の
で
'
諸
本
の
よ
う
に
折
分
け
を
す
る
の
が
安
首
｡

2
-
5

弘
治
本
は
紅
の
白
か
ら
分
け
る
｡
諸
本
は
そ
の
後
の
張

生
の
白
か
ら
｡

3
-
3

弘
治
本
は
旦
が
七
言
二
句
の
韻
文
を
唱
え
る
と
こ
ろ
か

ら
｡
諸
本
は
第
二
折
末
尾
の
紅
の
白
で
折
を
分
け
る
｡

5
-
4

弘
治
本
は

｢生
騎
馬
上
云
｣
か
ら
｡
凌
濠
初
本
､
王
煤

徳
本
は
そ
の
前
の
夫
人
の
白
か
ら
と
す
る
｡
何
壁
校
本
に
は
夫

人
の
白
が
な
い
｡

さ
ら
に
'
弘
治
本
の
巻

1
第

1
折
末
尾
､
巻
二
第

l
折
末
尾
に
､
本

来
'
各
巻
頭
か
巻
末
に
置
か
れ
る
べ
き
は
ず
の
題
目
正
名
が
記
さ
れ
'

未
整
理
の
段
階
の
テ
キ
ス
-
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
｡

こ
の
よ
う
な
不
合
理
な
折
分
け
の
た
め
に
'
こ
れ
を
弘
治
本
の
杜

⑰

撰
な
鮎
と
し
て
'
そ
の
慣
値
を
下
げ
る
見
方
も
あ
る

｡

し
か
し
'
な

ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

弘
治
本
が
も
と
に
し
た
テ
キ
ス
ト
に
は
'
も
と
も
と
折
分
け
が
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
形
跡
が
あ
る
｡

一
つ
は
､
弘
治
本
の
本
文
に
活
人
さ
れ
て
い
る
樺
義

(語
句
の
意

味
を
説
明
し
た
も
の
)
で
あ
る
｡
弘
治
本
に
お
い
て
は
､
樺
義
が
匪
出

或
い
は
別
の
場
所
に
あ
る
場
合
に
は
'
そ
の
該
首
箇
所
を
記
し
て
い

る
の
だ
が
､
そ
の
記
載
方
法
に
問
題
が
あ
る
｡
例
え
ば
'
巻
三
第

一

所
九
十
四
葉
b
に
は

｢倫
香
故
事
､
詳
見
第

1
祈

【
要
該
見
】
【
五

紫
】
下
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
'
｢倫
香
｣
に
つ
い
て
の
碍
義
は
'

賓
際
に
は
巻

1
第
二
折

【
要
核
鬼
】
【
五
築
】
に
見
え
て
い
る
｡
つ

ま
り
'
樺
義
の

｢第

一
折
｣
と
い
う
の
は
'
｢巻

二

を
指
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
｡
｢巻
｣
に
あ
た
る
各
部
分
は

｢析
｣
と
い
う
名
稀
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が
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
､
巻
二
第
五
折
の
冒
頭
に

見
え
る
樺
義

｢刺
股
｣
｢懸
梁
｣
は
'
巻
二
第
四
所
末
尾
の
七
言
二

句
に
見
え
る
語
句
で
あ
る
｡
後
折
の
中
に
前
折
の
樺
義
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
､
折
分
け
を
し
た
際
に
生
じ
た
混
乱
と
考
え
ら
れ
'
そ

れ
ぞ
れ
の

｢折
｣
の
中
に
は
折
分
け
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

二
つ
め
に
は
'
弘
治
本
の
刊
行
に
先
立
つ
テ
キ
ス
ー
と
弘
治
本
の

関
係
で
あ
る
｡

一
九
八
〇
年
に
北
京
中
国
書
店
戒

『文
献
通
考
』
の

紙
背
か
ら
四
葉
の
西
廟
記
残
本
が
尊
兄
さ
れ
た
｡
こ
の
西
府
記
戎
本

は
'
版
式
'
字
憶
か
ら
成
化
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

⑲

わ
れ
て
い
る

｡

『中
国
大
百
科
全
書

戯
曲
曲
垂
』
に
'
そ
の
書
影

が
カ
ラ
ー
寓
寅
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
｡
弘
治
本
で
言
え
ば
､
巻

一
第

四
所

【
得
勝
令
】
後
の
白
か
ら

【
鴛
蕎
紫
】
｢玉
入
庫
去
得
｣
ま
で

と
巻
二
冒
頭
三
行
に
該
普
す
る
部
分
が
残
存
す
る
｡
こ
の
戎
本
と
弘

治
本
と
を
校
勘
す
る
と
､
両
者
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
｡
残
本
の
巻
二
冒
頭
部
分
に
は

｢新
編
校
正
西
府
記
巻
之

二
｣
と
だ
け
と
あ
っ
て
'
弘
治
本
に
見
ら
れ
る
巻
頭
の
四
文
字
の
題

目
と
折
分
け
が
な
-
､
揮
義
も
付
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
早
い

時
期
に
成
立
し
た
雑
劇
テ
キ
ス
-
'
例
え
ば

『元
刊
雑
劇
三
十
種
』
､

弘
治
本
西
廟
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

周
憲
王
難
劇
'
干
小
穀
本
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
'
本
来
雑
劇

に
お
い
て
'
折
分
け
は
必
須
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
推
測
で
は
あ

る
が
､
弘
治
本
で
の
折
分
け
の
不
合
理
さ
は
､
戎
本
の
よ
う
な
僅
我

の
テ
キ
ス
-
を
租
本
と
し
て
弘
治
本
が
成
立
す
る
際
'
は
じ
め
て
折

分
け
が
試
み
ら
れ
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高

⑲

い
と
思
わ
れ
る

｡

も
し
も
こ
の
通
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
､
残
本
以
外

に
折
分
け
を
し
て
い
な
い

『西
府
記
』
テ
キ
ス
-
は
現
存
す
る
も
の

の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
､
弘
治
本
は
古
い
形
態
の
テ
キ
ス
ト

の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡

(
2
)

脚
色
･
-
書
き
用
語
の
不
統
一

次
に
語
嚢
的
な
面
か
ら
､
弘
治
本
を
見
て
み
よ
う
｡
弘
治
本
に
お

い
て
は
'
脚
色

(役
柄
)
と
ト
書
き
の
用
語
の
不
統

一
が
見
ら
れ
る
｡

脚
色
名
で
は
'
例
え
ば
､
『西
府
記
』
の
冒
頭
で
は
'
主
人
公
張
生

の
脚
色
に

｢生
｣
と

｢末
｣
の
両
方
が
使
わ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
も

ち
ろ
ん
'
｢生
｣
｢末
｣
の
脚
色
の
二
人
の
役
者
が
張
生
を
演
じ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
｡
ま
た
ト
書
き
で
は
､

と
自

(墓
詞
)
を
導
-
際
に
は

｢云
｣
と

｢
目
｣
が
､
韻
文
を
導
-

JOJ



中
囲
文
学
報

第
六
十
八
冊

弘治本 1- 4 弘治本 残本 余本 凌本 容本 王本

【折桂令】後 末云 末云 生云 末云 生云 生云

【錦上花1【ム】後 生日 生日 生云 末云 生云 生云

際
に
は

｢念
｣
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
｡

弘
治
本
に
見
え
る
脚
色
と
唱

･
墓
詞
を

導
-
語
の
組
み
合
わ
せ
の
パ
タ
ー
ン
を
次

に
示
そ
う

(括
弧
内
は
登
場
人
物
の
名
)｡

脚
色

‥
生

･
末

(張
生
)'
旦

(鷲

鷺

)
､
紅

(紅
娘
)'
夫

人
'

潔

(長
老
)'
浄

(法
聴
)'
恵

･
潔

(恵
明
)

唱
を
導
-

-
生
唱

旦

唱

紅
唱

夫
人
唱

悪

(恵
明
)
唱

｢

云
｣

で
董
詞
を
導
-
-
末
云

生

云

旦

云

紅

云

夫
人
云

潔

云

浄
云

外
云
な
ど

｢
目
｣

で
憂
詞
を
導
-
-
生
日

夫
人
日

将
軍
日

恵
明
日

紅

〓

こ
の
よ
う
な
用
語
の
不
統

1
は
'
他
の

テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
､
明
ら
か
に
誤
字

と
わ
か
る
例
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
｡
た
だ
し
'
先
に
紹

介
し
た
西
府
記
残
本
と
弘
治
本
と
で
比
較
を
す
る
と
'
残
本
も
弘
治

本
と
同
じ
よ
う
な
諜
-
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
｡

主
要
な
テ
キ
ス
ト
と
と
も
に
表
に
し
て
み
よ
う
｡

西
府
記
残
本
の
残
存
箇
所
は
'
弘
治
本
で
言
え
ば
巻

1
第
四
折
の

末
尾
で
､
ち
ょ
う
ど

｢末
云
｣
｢生
日
｣
｢生
云
｣
の
三
つ
の
表
記
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
ら
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
非
常
に
驚

-
べ
き
こ
と
に
､
残
本
に
も
弘
治
本
と
同
様
に
脚
色
表
記
の
不
統

l

が
見
ら
れ
､
弘
治
本
と
す
べ
て

一
致
し
て
い
る
.

1
方
'
諸
テ
キ
ス

I
で
は
表
記
が
統

一
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
も
'

弘
治
本
と
残
本
と
が
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
'
弘
治
本

は
古
い
形
態
を
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡

弘
治
本
と
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
'
も
う
少
し
別
の
箇
所

で
比
べ
て
み
て
み
よ
う
｡
弘
治
本
2
-

1
【
収
尾
】
曲
後
､
恵
明

(普
救
寺
の
偲
)
が
杜
確
将
軍
の
陣
営
に
着
き
､
張
生
の
手
紙
を
渡

す
場
面
の
ト
書
き
で
あ
る
｡

[
弘
〕
恵
明
日
-
｡
将
軍
日
･‥
｡
潔
打
間
訊
了
｡
潔
云
-
0

恵
逸
書
輿
了
.
賂
軍
折
書
念
日
･･･｡
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[余
〕
恵
明
云
-
｡
賂
軍
云
-
｡
恵
打
開
訊
了
｡
恵
云
-
｡

悪
投
書
×
了
｡
牌
軍
折
書
念
日
-
0

〔
凌
〕
恵
明
云
-
｡
将
軍
云
-
｡
恵
打
開
訊
了

×
云
-
｡

恵
投
書
×
了
.
牌
軍
折
書
念
日
･･･.

〔容
〕
恵
×
云
･･･｡
将
軍
云
-
.
意
見
将
軍
科
｡
恵
云
-
0

恵
遮
書
×
×

将
軍
×
×
念
科
｡

〔
王
〕
意
×
云
-
｡
賂
軍
云
-
｡
恵
打
間
訊
了

×
云
-
｡

恵
逸
書
×
了
｡
牌
軍
折
×
念
日
-
｡

弘
治
本
で
は
'
恵
明
の
脚
色
名
と
し
て

｢恵
｣
と

｢潔
｣
が
使
わ

れ
'
重
詞
を
導
-
語
も

｢云
｣
と

｢
日
｣
が
見
え
､
そ
の
上
や
や
不

自
然
な
ト
書
き

｢喜
連
書
輿
了
｣
も
あ
-
､
か
な
-
混
乱
し
て
い
る
｡

そ
の
ほ
か
の
テ
キ
ス
I
で
は
､
明
ら
か
な
誤
-
を
除
い
て
は
お
お
む

ね
整
理
さ
れ
て
い
る
の
と
封
照
的
で
あ
る
｡
｢将
軍
折
書
念
日
｣
(将

軍
が
手
紙
を
開
い
て
念
じ
て
い
う
に
は
)
に
つ
い
て
､
容
輿
堂
本
を
除

-
他
の
テ
キ
ス
ト
で
も
多
-
が

｢
日
｣
と
す
る
の
は
､
通
常
の
墓
詞

と
は
異
な
っ
て
'
手
紙
を
謹
む
様
子
を
そ
れ
ら
し
-
表
し
た
か
っ
た

か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
｡

こ
の
よ
う
な
用
語
の
不
統

一
は
､
何
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て
(土
屋
)

か
｡
例
え
ば

『元
曲
選
』
の
よ
う
に
あ
る
個
人
に
よ
っ
て
意
囲
的
に

整
理
さ
れ
た
テ
キ
ス
I
の
場
合
で
あ
れ
ば
'
萎
詞
を
導
-
語
の
よ
う

な
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
は

｢云
｣
に
ほ
ぼ
統

一
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'

周
憲
王
の
原
本
を
も
と
に
し
た
と
標
傍
す
る
凌
濠
初
本
で
も
､
テ

ク

ニ
カ
ル
タ
ー
ム
は
お
お
む
ね
統

1
さ
れ
て
い
る
.
つ
ま
-
､
用
語
の

統

一
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
､
後
鷺
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
凌
濠
初
本

⑳

は
す
で
に

｢侶
託
の
書
｣
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
凌
濠
初

本
で
は
用
語
の
使
用
が
整
理
さ
れ
て
い
る
鮎
は
非
常
に
示
唆
的
で
あ

る
と
言
え
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
弘
治
本
は
､
知
識
人
の
意
園
的
な
改

髪
を
受
け
た
テ
キ
ス
ト
と
同
列
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
｡
弘
治
本
に
見
ら
れ
る
用
語
の
不
統

一
は
'
戯
曲
テ
キ
ス
ト
の
馨

展
の
過
渡
期
に
位
置
す
る
テ
キ
ス
I
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
｡

な
お
､
先
に
鯖
れ
た
残
本
に
見
え
る
董
詞

｢天
明
了
也
｡
講
夫
人

小
姐
回
宅
執
胤
卦
｣
の
傍
線
部
分
は
､
弘
治
本
に
は
見
え
ず
'
諸
テ

キ
ス
ト
の
中
で
は
王
撰
徳
本
だ
け
に
見
え
て
い
る
｡
こ
れ
は
王
験
徳7I.

が
古
い
テ
キ
ス
ト
に
も
注
意
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る

｡
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た
だ
し
､
王
旗
徳
本
は
他
の
箇
所
で
は
戎
本
と

一
致
し
な
い
場
合
も

あ
る
こ
と
か
ら
'
王
族
徳
本
に
つ
い
て
は
楽
劇
に
お
け
る

『元
曲

選
』
の
ご
と
-
'
知
識
人
に
よ
る
改
訂
版
テ
キ
ス
ト
と
見
な
す
の
が

安
首
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡

(3
)

-
書
き
用
語
の
使
用
状
況

そ
れ
で
は
､
弘
治
本
に
お
け
る
ト
書
き
に
使
わ
れ
る
語
の
使
用
状

況
を
､
詳
し
-
見
て
い
-
こ
と
に
し
よ
う

(表
2
)
0

墓
詞
を
導
-
語
の

｢云
｣
と

｢
日
｣
と
が
特
徴
的
な
分
布
を
し
て

い
る
｡
｢云
｣
が
ほ
ぼ
全
編
に
わ
た
っ
て
ま
ん
べ
ん
な
-
現
れ
る
の

に
封
し
'
｢
日
｣
の
現
れ
方
に
は
偏
-
が
見
ら
れ
る
｡
｢生
日
｣
(蘇

生
の
董
詞
)
が
現
れ
る
箇
所
と
そ
の
教
は
､
巻

一
第
四
折
に
1
､
巻

二
第

一
所
に
4
､
同
第
二
折
に
6
'
同
第
三
折
に
17
､
同
第
四
折
に

2
'
巻
四
第

1
折
と
巻
五
第
二
折
に
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
ず
つ
で
あ
る
｡

夫
人
や
そ
の
ほ
か
の
登
場
人
物
の
場
合
で
も
､
｢
日
｣
は
巻
二
第

一

折
か
ら
第
三
折
に
か
け
て
特
徴
的
に
現
れ
る
｡
そ
の
他
の
箇
所
で
は
､

圭
に

｢詩
日
｣
と
い
う
形
で
韻
文
を
導
-
と
き
に

｢
日
｣
が
用
い
ら

れ
て
い
る
｡

1
万
､
韻
文
を
導
-

｢念
｣
は
巻
二
第
四
折
か
ら
巻
四

第
四
所
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
｡
以
上
の
語
菜
の
使
用
状
況
か
ら
'

『西
府
記
』
は
お
お
よ
そ
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
｡
｢
日
｣
と

｢生
｣
が
頻
出
す
る
部
分
'
｢念
｣
が
現
れ
る
部
分
'
際
だ
っ
た
特

徴
が
見
ら
れ
な
い
部
分
で
あ
る
｡

｢
日
｣
が
現
れ
る
巻
二
第

一
所
か
ら
第
三
折
に
は
'
他
の
部
分
と

異
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
｡
全
篇
に
わ
た
っ
て
張
生
の
脚
色
を
示
す

｢末
｣
と

｢生
｣
が
混
在
し
て
い
る
が
､
こ
の
部
分
に
限

っ
て
は

｢生
｣
を
用
い
る
例
が
堅
倒
的
に
多
-
､
｢末
｣
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
｡
な
お
､
他
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
､
表
記
の

不
揃
い
は
誤
り
の
結
果
と
し
て
見
ら
れ
る
程
度
で
'
弘
治
本
の
よ
う

な
使
用
数
の
偏
-
は
見
ら
れ
な
い
｡

『西
府
記
』
の
眼
目
と
い
え
ば
張
生
と
鷺
鴬
と
の
懲
物
語
で
あ
る

が
､
｢
日
｣
が
頻
出
す
る
巻
二
の
第

一
折
か
ら
第
三
折
は
､
や
や
趣

の
異
な
る
荒
々
し
い
戦
い
の
場
面
で
あ
る
｡
あ
ら
す
じ
は
'
孫
飛
虎

の
反
乱
軍
が
普
救
寺
を
包
囲
す
る
｡
張
生
が
書
い
た
白
馬
将
軍
杜
確

へ
の
救
援
要
請
の
手
紙
を
､
普
政
寺
の
荒
-
れ
法
師
恵
明
が
使
者
と

な
っ
て
届
け
'
杜
確
が
駆
け
つ
け
孫
飛
虎
を
撃
退
す
る
､
と
い
う
も

の
で
あ
る
｡
ー
書
き
に
は
､
戦
闘
の
仕
草
を
行
う
旨
が
書
き
込
ま
れ
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て
い
る
｡

賓
は
こ
の
箇
所
に
は
'
『西
麻
記
』
と

『董
西
麻
』
と
の
違
い
も

含
ま
れ
て
い
る
｡
こ
の
場
面
に
登
場
す
る
恵
明
と
い
う
法
師
は
'
賓

は
先
行
す
る
西
府
記
の
話
に
は
見
え
ず
'
『西
麻
記
』
に
至
っ
て
突

如
登
場
し
た
人
物
な
の
で
あ
る
｡
『董
西
府
』
に
お
い
て
は
'
杜
確

牌
軍
に
手
紙
を
届
け
る
役
割
を
果
た
す
の
は
法
聴
と
い
う
僧
侶
で
あ

っ
て
､
恵
明
で
は
な
い
｡
『董
西
府
』
に
お
け
る
法
聴
は
､
張
生
と

鴬
鷺
を
結
び
つ
け
る
役
割
の
一
端
も
拾
う
な
ど
､
脇
役
な
が
ら
重
要

な
役
ま
わ
-
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
｡

一
万
㌧
『西
府
記
』
に
お
い
て

⑳

も
法
聴
は
登
場
す
る
が
､
そ
の
役
割
は

｢牽
化
t
か
つ
後
退
し

｣

て

い
る
と
さ
れ
る
｡
つ
ま
り
'
『西
麻
記
』
は

『董
西
麻
』
の
内
容
を

大
腰
受
け
継
い
で
い
る
の
だ
が
'
巻
二
の
部
分
に
限
っ
て
は
顕
著
な

違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
内
容
面
に
お
い
て
異

質
で
あ
る
こ
と
と
'
用
語
の
使
用
に
お
け
る
違
い
と
が
重
な
り
合
っ

て
い
る
鮎
は
興
味
深
い
｡

墓
詞
を
導
-
場
合
に

｢
日
｣
を
用
い
る
の
は
､
諸
宮
調
と
も
共
通

す
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
｡
諸
富
調
と
は
'
宋
金
元
代
に
流
行
し
た
説

唱
文
学
の
1
種
で
'
同

一
の
調
に
層
す
る
歌
曲
を
連
ね
た
組
曲

(套

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

敷
)
を
宮
調
を
襲
え
な
が
ら
積
み
重
ね
､
そ
の
間
に
散
文
の
説
明
を

⑲

括
入
し
て
一
つ
の
物
語
を
語
る
も
の
で
あ
る

｡

現
存
す
る
諸
宮
調
の

テ
キ
ス
ト
に
は

『董
西
府
』
『劉
知
遠
諸
宮
調
』
な
ど
が
あ
る
が
'

そ
れ
ら
を
み
る
と
､
『劉
知
遠
諸
宮
調
』
の
場
合
は

｢
目
｣
｢道
｣

｢言
｣
な
ど
が
混
在
し
､
『董
西
府
』
で
は

｢
日
｣
を
使
う
例
が
非

常
に
多
い
｡
｢
日
｣
は
ま
た
､
｢詩
日
｣
の
よ
う
に
'
韻
文
を
導
-
場

合
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
-
な
い
｡
例
え
ば

『董
西
廟
』
で
韻
文

が
挿
入
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
は
'
特
に
何
も
示
さ
な
い
場
合
と
'

｢詩
日
｣
を
使
う
場
合

(八
例
)
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
｡

そ
も
そ
も
重
詞
を
導
-
語
と
し
て

｢
日
｣
を
使
用
す
る
戯
曲
テ
キ
ス

ト
自
倍
'
賓
は
ほ
か
に
あ
ま
-
例
を
見
な
い
.
先
の
例
で
挙
げ
た
よ

う
に
'
弘
治
本
で
は

｢将
軍
日
｣
と
あ
る
の
が
､
余
波
東
本

･
凌
本

で
は

｢将
軍
云
｣
に
な
っ
て
い
る
の
は
う
お
そ
ら
-
不
適
首
と
見
な

さ
れ
､
訂
正
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
以
上
の
こ
と
か
ら
'
｢
日
｣
は

本
来
'
諸
宮
調
の
よ
う
な
斐
能
に
お
け
る
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
｡
な
お
､
｢詩
日
｣
自
憶
は
'
明
代
後
期
に
お

び
た
だ
し
-
出
版
さ
れ
た
通
俗
小
説
に
お
い
て
'
韻
文
を
導
-
際
に

用
い
ら
れ
て
い
る
が
'
こ
の
場
合
は
'
塾
能
の
形
態
を
踏
襲
し
よ
う
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日の使用数 韻 文 開 場

その他 .日夫人日 その他 念(韻文) その他(韻文) 開

名目普救 詳 旦云7.2末云7.2 t扮老夫人上聞､末務騎馬引衆人上関､浄拐潔郎上聞

心云3 子子日常...日

莱-詩日7ー2念詩日5.4旦和詩日5.4 旦上聞

1

歓云､和尚叫云了任 4 3 E]_詩日7.2 浄扮孫飛虎上関

6 4 飛虎日 t...詩日7.4 t扮杜将軍 引草子J=

将軍日12恵明日2 冬草-.詩日7.2繋軍望蒲関越畿日7.2開､引草子上聞

17 6 夫人道長老日江口2 ~ゴ老-.云5.2坐-.又云-5.2諸口7.2

2 2 念7.2念7-2

名目(曲名) 旦云5.2

未聞 正念7.2念7.2 末譲-詩日5.8

.%7.4一念5.4 末云5.4/末云6.4

日念7.2-.念5.2

念云7.8 紅云7.2

1 一念7.2_念7.4

歓邸云石 EL念7.2日念7.2

云 臼念7.2､5.4念5.4､5.2倍(法本)云7.2 人長老上関

云10 紅間日 旦念書科-詩日7.2 ー引僕人上聞､旦引糸点上開

､云3 1 生上云7.2末請書科-J詩日7-4

1 将軍上 日揮云7.2

士将軍上云 念7.2 浄云-7.4詩日7.8
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弘
治
本
西
南
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

唱 ト書き.董詞の総数 云の使用数*1

唱 日唱紅唱 その他 ‖ ～ その他 生一H∴ 江一 人一 潔云 浄云 外云

11 ll 1 夫人唱141 9 12(1) 1 2 法聴6 ｣､二寄1考童1

12 17 1 1 1 ll 1 31 7 老2法聴1 老1

13 15 ll 9 9 7

14 10 1 ● i 4 1 2 1 2 老5

21 13 ●1 老1ロ倫1 2 5 長老4 系飛虎1

22 一､唱7 1 長老1生1瑞1 1 老5 .､飛虎1.Li､明3 確1

23 3 13 1 2 3 3 6 2 ち

24 3 12 1 1 人6 5 1 4 8 4

25 2 13 1 3 1 7 8

31 14 1611 1 6 7 14

32 1 19 1 13 8 25

33 13 1 1 12 1 6 17

34 1 12 14 111 H 2 5 18 1 老2 常l

41 17 1 1 19 9 1 8 8

42 4 1 1 d人16 1 3 17 13

43 2 17 1 1 1 人2 6 4 3 4 長老1

44 .ll 5 1 2 7 2 7 1

51 1 ll 1 11 1 1 13 13

52 19 5 しい 1

53 12 1 1 1 9 5 老1鄭恒20(.1)

*1 潔 ･浄 ･外は場面によって演じる人物が異なるため,該菖する人名を記す｡
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と
い
う
意
識
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

韻
文
を
導
-
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る

｢念
｣
が
よ
-
現
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
､
明
代
に
入

っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
雑

⑳

劇
の
元
刊
本
で
は

｢念
｣
の
用
例
は
わ
ず
か
に

一
例
の
み
'
｢詩
日
｣

を
使
う
例
は
'
5
例
見
ら
れ
る
｡
ま
た

『西
麻
記
』
の
諸
テ
キ
ス
ト

の
中
で
は
'
余
波
東
本
で

｢念
｣
が
多
-
使
わ
れ
て
い
る
が
'
余
櫨

東
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト
で
は

｢詩
日
｣
や

｢念
｣
な
ど
を
何
も
明
示

し
な
い
場
合
も
多
い
｡
弘
治
本
の
場
合
'
巻
三
と
巻
四
に
集
中
的
に

｢念
｣
が
使
わ
れ
て
い
る
｡
は
っ
き
-
と
わ
か
ら
な
い
が
へ
こ
の
部

分
が
同
じ
時
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ

な

い

｡

⑳

明
初
に
集
め
ら
れ
た

『永
禦
大
典
戯
文
』
に
お
い
て
董
詞
を
導
-

語
に

｢云
｣
の
ほ
か

｢白
｣
を
使
う
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
､
早
い

時
期
の
テ
キ
ス
I
に
は
用
語
の
不
統

1
と
い
う
現
象
が
普
遍
的
に
見

ら
れ
る
｡
こ
う
し
て
み
る
と
'
用
語
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
弘
治
本

は
､
そ
れ
以
前
の
膿
裁
や
内
容
を
比
較
的
多
-
残
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
｡

も
し
も
こ
の
こ
と
が
確
か
で
あ
れ
ば
､
ト
書
き
用
語

･
内
容
面
で

特
徴
の
見
ら
れ
る
弘
治
本
の
巻
二
第

一
所
-
第
三
折
は
､
書
き
換
え

が
行
わ
れ
'
語
-
も
の

･
唱
い
も
の
の
よ
う
な
も
の
か
ら
新
た
な
内

容
が
導
入
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
｡
弘
治
本
の
巻
二
第

l
折
-
第
三
折
に
は

｢生
｣
が
特
徴

的
に
現
れ
る
が
'
脚
色
名
を
示
す
も
の
で
は
な
-
'
『董
西
府
』
と

同
様
'
張
生
の

｢生
｣
を
示
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
｡

弘
治
本
に
お
い
て
は
'
張
生
が
唱
う
こ
と
を
示
す
ト
書
き
と
し
て

｢生
唱
｣
は
あ

っ
て
も

｢末
唱
｣
は
な
い
と
い
う
鮎
も
注
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
は
憶
測
に
な

っ
て
し
ま
う
が
､
『西
廟
記
』
の
曲

節
に
は
早
い
時
期
に
す
で
に
固
定
し
た
テ
キ
ス
ー
が
存
在
し
､
そ
の

テ
キ
ス
ト
で
は

｢生
唱
｣
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
唱
と

白
は
同
時
期
に
成
立
し
た
の
で
は
な
-
'
曲
解
に
つ
い
て
は
比
較
的

早
い
時
期
に
す
で
に
固
定
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
｡
圭
に

毒
詞
を
導
-
語
に
お
い
て
表
記
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
は
'
董
詞
の

固
定
化
は
お
-
れ
て
進
行
し
た
た
め
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
｡
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)

滞

義

な

ど

先
に
も
梱
れ
た
が
'
弘
治
本
に
は
語
句
の
樺
義
が
付
け
ら
れ
て
い

る
｡
他
の
テ
キ
ス
I
で
同
様
に
梓
義
が
見
ら
れ
る
の
は
'
徐
士
範
本

(寓
暦
八
年
序
)
･
余
波
東
本

･
紳
田
本
で
あ
る
｡
徐
士
範
本
の
本
文

⑳

は
長
ら
-
供
し
て
俸
わ
ら
ず

'

劉
世
桁

『桑
刻
俸
劇
』
(民
団
五
年

一
九

一
六

凌
本
も
あ
わ
せ
て
翻
刻
｡
暖
紅
室
本
と
呼
ば
れ
る
)
に
翻
刻

さ
れ
る
序
文
二
篇
'
各
駒
の
題
目
'
そ
し
て
程
義

･
字
音
の
部
分
に

よ
っ
て
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

徐
士
範
本

･
余
波
東
本

･
紳
田
本
の
樺
義
と
'
弘
治
本
の
梓
義
と

は
､
わ
ず
か
な
例
粕
を
除
い
て
は
,
非
常
に
似
通
っ
た
も
の
で
あ
る
.

稗
義
の
項
目
数
も
'
弘
治
本
の
滞
義
は
全
部
で
二
九

1
項
目
､
徐
士

範
本
梓
義
は
全
部
で
二
七
〇
項
目
'
こ
の
う
ち
弘
治
本
と

一
致
す
る

の
は
二
六
九
項
目
で
あ
る
｡
余
波
東
本
稗
義
は
全
部
で
二
七
四
項
目
'

そ
の
う
ち
弘
治
本
と

一
致
す
る
の
は
二
六
六
項
目
で
あ
る
｡
紳
田
本

樺
義
は
全
部
で
二
五
四
項
目
､
こ
の
う
ち
弘
治
本
と

T
致
す
る
の
は

二
二
六
項
目
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
梓
義
の
多
-
が

一
致
し
て
お

り
､
何
ら
か
の
継
承
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

弘
治
本
西
廟
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

具
膿
的
に
'
梓
義
の
部
分
を
弘
治
本
I
I
l
【
賞
花
時
】
【
玄
】

か
ら
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
｡

〔弘
〕
粛
寺

出
翰
墨
全
書
｡
梁
武
帝
姓
粛
'
好
併
進
悌
寺
'

故
云
粛
寺
｡

〔徐
〕
青
寺

×
×
×
×
×

梁
武
帝
姓
薪
､
好
悌
造
×
寺
'

因
名
寄
｡

〔余
〕
粛
寺

×
×
×
×
×

梁
武
帝
姓
粛
'
好
悌
造
×
寺
'

因
名
君
｡

〔
紳
〕
粛
寺

×
×
×
×
×

梁
武
帝
姓
粛
'
好
悌
造
×
寺
'

国
名
×
｡

弘
治
本
で
は
明
記
さ
れ
て
い
る
出
典
の
書
名
が
､
徐
士
範
本

･
余

波
東
本

･
紳
田
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
'
弘
治

本
の
樺
義
が
先
行
し
､
徐
士
範
本

･
余
波
東
本

･
紳
田
本
の
樺
義
は

弘
治
本
あ
る
い
は
弘
治
本
系
統
の
精
義
を
も
と
に
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
｡

次
に
'
弘
治
本
に
は
付
い
て
お
ら
ず
'
徐
士
範
本

･
余
波
東
本

･

紳
田
本
に
は
付
け
ら
れ
て
い
る
字
音
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
｡
弘
治
本
1
-
1
､
老
夫
人
が
登
場
し
た
際
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の
墓
詞
を
見
て
み
よ
う
｡

〔弘
〕
況
乗
法
本
長
老
､
又
是
俺
公

ゝ
制
度
的
和
尚
｡

〔余
〕
況
乗
法
本
長
老
､
叉
是
俺
矧
却
剃
度
的
和
尚
.

〔凌
〕
況
乗
法
本
長
老
､
又
是
俺
矧

剃
度
的
和
尚
｡

[紳
〕
況
乗
法
本
長
老
'
又
是
俺
公
公
剃
度
的
和
尚
｡

〔容
〕
況
乗
法
本
長
老
'
叉
是
俺
公
公
剃
度
的
和
尚
｡

〔王
〕
況
兼
本
寺
長
老
法
本
､
又
是
俺
公
公
剃
度
的
和
尚
｡

弘
治
本

･
珊
田
本

･
容
輿
堂
本
で
は
､
曹
政
寺
の
住
職
法
本
は
老

夫
人
の
し
ゅ
う
と
が
出
家
さ
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
'
余
波
東

本

･
凌
濠
初
本
で
は
'
老
夫
人
の
夫
が
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡

で
は
次
に
､
弘
治
本
1
1
2
に
法
本
が
登
場
す
る
-
だ
-
を
見
て
み

よ

､
つ

｡〔弘
〕
此
寺
是
則
天
皇
后
蓋
造
的
.
賃
借
乃
相
図
荏
証
的
令
尊

剃
度
的
｡
此
寺
年
探
崩
損
｡

〔余
〕
此
寺
是
則
夫
皇
后
差
遣
的
'
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×

×
×
後
来
崩
損
｡

〔凌
〕
此
寺
是
則
天
皇
后
差
遣
的
､
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×

×
×
後
来
崩
損
｡

[両
〕
此
寺
是
則
夫
皇
后
蓋
蓬
的
｡
貧
偲
乃
相
図
雀
荘
的
令
尊

剃
度
的
｡
此
寺
年
深
崩
損
｡

〔容
〕
此
寺
是
則
天
皇
后
差
遣
的
｡
賃
借
乃
相
国
荏
珪
的
令
尊

剃
度
的
｡
此
寺
年
深
崩
損
｡

[王
〕
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×

×
×
×
×
×
×

こ
の
法
本
の
自
己
紹
介
に
お
い
て
も
'
弘
治
本

･
紳
田
本

･
容
輿

堂
本
で
は
老
夫
人
の
憂
詞
と
封
癒
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
'
余

波
東
本

･
凌
濠
初
本
で
は
法
本
を
出
家
さ
せ
た
人
物
を
老
夫
人
の
夫

と
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う

｢貧
恰
-
令
尊
剃
度
的
｣
の
部
分
が
な

い
｡
ど
ち
ら
が
も
と
の
形
な
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
こ
と
を
知
る
た

め
に
'
字
音
の
有
無
が
利
用
で
き
る
の
で
あ
る
｡

徐
士
範
本

･
余
波
東
本

･
紳
田
本
で
は
､
｢貧
恰
乃
相
国
荏
矧
的

今
季
剃
度
的
｣
の

｢桁
｣
｢剃
｣
に
字
音
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
'

余
波
東
本
に
は
字
音
に
封
歴
す
る
文
字
が
無
い
｡
こ
の
ほ
か
､
徐
士

範
本

･
余
波
東
本

･
紳
田
本
の
第
十
五
酌
の
字
音

｢詮
｣
(弘
治
本
4

-
3
【上
小
榎
】
曲
)
は
'
余
櫨
東
本
の
本
文
で
は

｢稔
｣
に
な
っ
て

い
る
｡
第
十
五
駒
の
字
音

｢磨
｣
(同

【
四
連
静
】
曲
後
)
も
'
余
波
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東
本
の
本
文
に
は
封
磨
す
る
文
字
が
無
い
｡
し
た
が
っ
て
'
徐
士
範

本

･
余
波
東
本

･
紳
田
本
の
字
音
は
'
弘
治
本
系
統
の
本
文
を
も
と

に
し
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
-
'
そ
し
て
'
余
波
東
本
の
本
文
は

弘
治
本
系
統
の
本
文
を
も
と
に
し
て
書
き
換
え
が
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
｡

ま
た
'
弘
治
本
な
ど
に
見
え
る

｢崖
江
｣
と
い
う
の
は
荏
府
君
の

こ
と
で
あ
る
｡
荏
府
君
は
元
代
に
お
い
て
特
に
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
て

い
た
神
と
し
て
知
ら
れ
'
元
雑
劇
の
中
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い

㊨る
｡

し
か
し
'
明
代
に
入
っ
て
か
ら
は
そ
の
信
仰
が
衰
え
て
し
ま
っ

た
こ
と
か
ら
'
明
刊
本
で
あ
る
余
波
東
本

･
凌
濠
初
本

･
王
膜
徳
本

で
は

｢荏
江
｣
と
い
う
名
は
不
適
首
と
見
な
さ
れ
て
削
除
が
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
紳
田
本

･
容
輿
堂
本
な
ど
で
は
､
特
に
改
め
る

こ
と
な
-
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
逆
に
明
代
に

入
っ
て
か
ら

｢荏
江
｣
の
名
が
括
入
さ
れ
た
と
い
う
の
は
考
え
に
-

'
0

し

以
上
の
こ
と
か
ら
も
'
余
波
東
本
は
弘
治
本
系
統
の
本
文
を
も
と

に
し
て
書
き
換
え
が
行
わ
れ
た
テ
キ
ス
I
で
あ
-
'
弘
治
本
は
他
の

テ
キ
ス
ト
に
先
が
け
て
登
場
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
に
な
る
だ

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

ろ
う
｡

四

余
波
東
本
の
括
入
詞

余
波
東
本
は
､
先
行
研
究
に
お
い
て
'
最
も
古
い
形
態
を
残
す
テ

⑳

キ
ス
ト
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

が

､
ど
の
よ
う
な
テ

キ
ス
ー
な
の
か
｡
弘
治
本
と
余
波
東
本
と
を
比
べ
た
場
合
'
最
も
顕

著
な
違
い
は
'
余
波
東
本
に
は
弘
治
本
に
は
見
え
な
い
詞
が
括
入
さ

れ
て
い
る
鮎
で
あ
る
｡

余
櫨
東
本
に
見
え
る
括
入
詞
を

一
覧
に
し
て
表
3
に
示
し
て
み
よ

う

(括
弧
内
は
弘
治
本
の
封
磨
箇
所
｡
数
字
は
巻
-
折
を
示
す
)
o
あ
わ
せ

て

『花
草
粋
編
』
『花
間
集
』
『草
堂
詩
鎗
』
に
お
け
る
収
録
の
有
無

も
示
す
｡

詞
の
活
人
は
十
二
箇
所
に
の
ぼ
-
'
こ
れ
だ
け
の
ま
と
ま
っ
た
教

で
あ
る
以
上
'
個
別
に
括
入
さ
れ
た
と
い
う
の
は
考
え
に
-
い
｡
賓

は
こ
れ
ら
の
詞
を
す
べ
て
収
録
す
る
書
物
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
｡

そ
れ
が
表
に
挙
げ
た

『花
草
粋
編
』
十
二
巻

(蔦
暦
十
一
年
序
刊
本
)

で
あ
る
｡
余
波
東
本
の
刊
刻
は
寓
暦
二
十
年
で
あ
る
の
で
､
詞
の
櫓

補
に
あ
た
っ
て
は

『花
草
粋
編
』
を
も
と
に
し
た
と
推
定
で
き
る
｡
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余本(弘治本) 詞 句(第一句) 出 典 花草粋編 花間集 草堂詩鎗

第 5駒(2-1) ｢夢覚金犀依奮杢｣ 寺荘｢天仙子｣之四 巻- 巻三 ×

第 5駒(2-1) ｢個恨良否月下期｣ 章荘｢天仙子｣之- 巻- 巻三 ×

第9酌(3-1) ｢紅満枝､緑満枝o｣ 鳩延巳｢長相思｣ 巻- × ×

帯lo駒(3-2) ｢涙花落枕紅棉小｣ 周邦彦｢蝶懲花｣ 巻七 × 巻二

第16酌(4-4) ｢平林漠漠個如織｣ 李白｢菩薩響｣ 巻三 × 巻-

第16駒(4-4) ｢玉惨客愁出鳳城｣ 義勝竣｢鴎韻天｣ 巻五 × ×

第16駒(4-4) ｢緑楊芳草長亭路｣ 貴殊｢玉楼春｣ 巻六 × 港-

第16酌(4-4) ｢坐封銀鉱室嘆息｣ 孝荘｢木蘭花｣ 巻六 巻三 ×

第17駒(5-1) ｢別来半歳音書絶｣ 孝荘｢療天長｣之二 巻四 巻- ×

第17駒(5-1) ｢野花芳草｣ 幸荘｢清平禦｣之二 巻三 巻二 ×

第17駒(5-1) ｢春愁南帽｣ 章荘｢清平楽｣之- 巻三 巻二 ×

第18酌(5-2) ｢桃渓不作従容任｣ 周邦彦｢玉梓春｣之四 巻六 × 港-

た
だ
し
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
､
余
波
東
本
は
徐
士
範
本
と
ほ
ぼ
同

一

:I.

の
本
文
で
あ
る

と

さ
れ
'
も
し
も
そ
の
通
-
で
あ
れ
ば
余
波
東
本
の

本
文
の
ほ
う
が

『花
草
粋
編
』
に
先
行
す
る
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'

先
に
見
た
よ
う
に
､
樺
義
が
似
通
う
弘
治
本
と
余
波
東
本
が
'
そ
の

本
文
で
は
異
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
､
樺
義

･
字
音
の

一
致
だ
け
で
余
波
東
本
と
徐
士
範
本
が
同

一
の
本
文
を
有
す
る
と
す

る
こ
と
は
留
保
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

ま
た

『花
草
粋
編
』
は
'
寓
暦
十

1
年
以
前
に
そ
の
原
形
が
成
立

し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
-
'
時
間
的
に
矛
盾
し
な
い
｡
劉
修
業
氏
に

よ
れ
ば
､
現
行
の

『花
草
粋
編
』
は
呉
承
恩
輯

『花
草
新
編
』
を
改

◎

編
し
た
も
の

で

あ
る
と
い
う
｡
賓
際
に
陳
文
燭
と
い
う
人
物
が
呉
承

⑫

恩
輯

『花
草
新
編
』
の
た
め
に
記
し
た
序

が

残

っ
て
お
-
'
ま
た
上

⑬

海
固
書
館
に
呉
承
恩
輯

『花
草
新
編
』
が
寂
さ
れ
て
い
る

｡

陳
耀
文

に
よ
る

『花
草
粋
編
』
の
序
に
は
､
陳
耀
文
は
呉
承
恩
ら
と
交
友
を

持
ち
､
彼
ら
の
蔵
書
を
書
き
寓
し
て
六
巻
が
出
来
た
あ
と
､
更
に
増

補
し
て
全
十
二
巻
に
し
て
出
版
を
考
え
た
も
の
の
'
二
紀
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
t
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
『花
草
粋
編
』
序
は
寓
暦
十

1
年

に
書
か
れ
て
い
る
の
で
'
二
紀
前
と
い
う
の
は
嘉
靖
三
十
八
年
'
お

FJFi伺



そ
ら
-
そ
の
こ
ろ
に
陳
耀
文
は
涯
安
府
に
勤
務
し
呉
承
恩
ら
と
交
友

を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
'
呉
承
恩
輯

『花
草
新
編
』
は
嘉
靖
年

間
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
'
余
波
東
本
が
徐
士
範
本
と
同

一
の
内
容
で
あ

っ
た
場
合
で
も
､
少
な
-
と
も
括
入
詞
に
限
っ
て
は
､
『花
草
新
編
』

或
い
は

『花
草
粋
編
』
を
種
本
に
し
て
増
補
し
た
可
能
性
が
高
い
こ

と
に
な
る
｡

ま
た
'
『花
草
粋
編
』
は

『花
間
集
』
『草
堂
詩
鎗
』
を
参
考
に
編

集
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
'
『花
間
集
』
『草
堂
詩
鎗
』
に
収
録
し

な
い
詞
も
収
録
し
て
お
-

(表
3
)
'
余
波
東
本
に
見
え
る
詞
が
も

れ
な
-
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
や
は
-

『花
草
粋
編
』
だ
け
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
'
余
波
東
本
は

『花
草
粋
編
』
或
い
は

『花
草
新
編
』

に
も
と
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
｡
以
上
の
推
定
が
正

し
け
れ
ば
'
余
波
東
本
は
弘
治
本
よ
-
新
し
い
要
素
を
含
む
こ
と
に

な
-
､
古
い
形
態
を
そ
の
ま
ま
博
え
て
い
る
テ
キ
ス
ト
と
は
い
え
な

い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
｡

余
波
東
本
の
挿
入
詞
が

『花
草
粋
編
』
に
も
と
づ
く
こ
と
に
な
れ

ば
'
さ
ら
に
次
に
述
べ
る
よ
う
な
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
｡
改
編
版

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て

(土
屋
)

『西
麻
記
』
で
あ
る
柴
蓮
碩
人
本
に
も
'
他
の
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ

い
た
旨
が
校
語
に
明
記
さ
れ
た
詞
が
四
首
見
え
る
｡
薬
蓮
碩
人
本
第

十
七
所

(余
本
第
十
駒
､
弘
治
本
3
-
2
)
｢涙
花
落
枕
紅
棉
小
｣
詞
の

校
語
は

｢天
欲
暁
敷
句

(筆
者
注
-
｢涙
花
落
枕
紅
棉
小
｣
句
の
こ
と
)､

諸
本
倶
無
｡
惟
徐
文
長
本
有
之
､
今
井
録
｣'
薬
蓮
碩
人
本
第
二
十

七
折

(余
本
第
十
七
駒
'
弘
治
本
5
-
1
)
｢別
来
半
歳
音
書
籍
｣
詞
の

校
語
は

｢別
来
九
句
'
関
本

･
俗
本
倶
無
｡
今
徐
文
長
本
有
之
｡
今

従
之
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
二
つ
の
括
入
詞
に
つ
い
て
は
徐
文

長
本
に
も
見
え
､
余
波
東
本
は
徐
文
長
本
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ

と
が
わ
か
る
｡
ま
た
柴
蓮
碩
人
本
第
二
十
七
折

｢野
花
芳
革
｣
･
｢春

愁
南
栢
｣
の
両
詞
の
校
語
に
は
'
｢野
花
十
六
句

(筆
者
注
･･｢野
花

芳
草
｣
･
｢春
愁
南
隔
｣
両
詞
の
こ
と
)'
関
本

･
俗
本
倶
無
｡
今
依
碧
箔

斎
本
用
之
｣
と
あ
る
｡
｢野
花
芳
草
｣
･
｢春
愁
南
限
｣
の
両
詞
が
碧

箔
粛
本
に
由
来
す
る
の
で
あ
れ
ば
'
南
詞
を
収
録
す
る
余
波
東
本
は
'

明
人
が
古
本
と
考
え
る
碧
籍
粛
本
と
も
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
に

な
る
｡
し
か
し
､
余
波
東
本
が

『花
草
粋
編
』
に
も
と
づ
-
括
入
詞

と
い
う
新
し
い
部
分
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
'
碧
箔
斎

本
に
つ
い
て
も
余
櫨
東
本
と
同
様
に
'
新
し
い
要
素
を
含
む
テ
キ
ス
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-
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
､
か
-
に

架
遍
碩
人
本
の
校
語
が
諜
-
で
､
｢野
花
芳
草
｣
｢春
愁
南
隔
｣
の
雨

詞
が
碧
箔
蔚
本
で
は
な
-
別
の
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
-
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
､
そ
の
場
合
は
余
櫨
東
本
と
古
本
と
さ
れ
る
碧
箔
蔚
本

と
を
結
び
つ
け
る
積
極
的
な
謹
椋
を
映
-
こ
と
と
な
る
o
こ
の
こ
と

か
ら
､
余
櫨
東
本
は
必
ず
し
も
古
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
は
言
い
切

れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
｡

お

わ

り

に

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
'
弘
治
本
は
刊
刻
年
代
が
古
い
も
の
の
債

値
の
低
い
テ
キ
ス
ー
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
｡
し
か
し
'
こ
こ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
､
弘
治
本
は
､
牒
我
や
表
記
の
不
統

l
'
『董
西

廟
』
と
の
関
係
な
ど
か
ら
'
意
園
的
な
改
編
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い

古
い
形
態
を
残
し
て
い
る
テ
キ
ス
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
｡
た
だ
'
筆
者
の
目
的
は
'
古
い
テ
キ
ス
ー
探
し
を
し
よ
う

と
い
う
の
で
は
な
い
｡
最
終
的
に
は
'
戯
曲
テ
キ
ス
ト
の
鷺
展
過
程

の
一
端
を
'
『西
府
記
』
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
｡
例
え
ば
難
劇
の
場
合
､
現
存
す
る
最
古
の
テ
キ
ス

I
は

『元
刊
雑
劇
三
十
種
』
で
あ
-
､
こ
れ
は
ト
書
き

･
墓
詞
が
不

完
全
な
状
態
で
収
録
さ
れ
て
い
る
｡
明
代
の
雑
劇
テ
キ
ス
ト
で
は
例

え
ば

『周
憲
王
雑
劇
』
が
､
全
寮
と
銘
打
っ
て
ト
書
き

･
董
詞
を
収

録
す
る
よ
う
に
な
-
､
さ
ら
に
明
代
後
期
の

『元
曲
選
』
に
な
る
と

知
識
人
の
手
に
よ
っ
て
大
幅
な
改
編
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
過
程
を

た
ど
っ
て
い
る
｡
『西
摘
記
』
の
場
合
で
も
'
同
じ
よ
う
な
過
程
を

た
ど
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
弘
治
本
の
よ
う
な
ト
書

き

･
墓
詞
に
不
完
全
な
部
分
を
残
す
テ
キ
ス
I
が
諸
テ
キ
ス
ト
に
先

行
し
､
徐
々
に
ト
書
き

･
憂
詞
が
増
補
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
登
場
し
､

さ
ら
に
そ
れ
が
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
｡

こ
の
こ
と
と
は
別
に
､
『董
西
廊
』
と

『西
廟
記
』
の
関
係
が
こ

れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
以
上
に
密
接
で
あ
る
こ
と
が
'
こ
の
過
程

で
明
ら
か
と
な
っ
た
｡
両
者
が
類
似
す
る
箇
所
は
す
で
に
調
査
済
み

で
あ
る
が
､
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
｡

F]F)狗

註
①

『田
中
謙
二
著
作
集
』
第

一
巻

(汲
古
書
院

二
〇
〇
〇
年
八
月



初
出

(上
)
『ビ
ブ
リ
ア
』

一

1
九
四
九
年
'
(下
)
『日
本
中
囲
学

食
報
』
二

t
九
五

l
年
)

②

注
①
田
中
前
掲
書
所
収

｢書
評

影
弘
治
刊
本

『西
府
記
』
五
巻
/

王
季
思
校
注

『西
府
記
』
/
呉
暁
鈴
校
註

『西
廟
記
』
/
王
季
思

『従

鴬
鷺
博
到
西
廟
記
』
｣
(
『田
中
謙
二
著
作
集
』
第

一
巻
六
〇
〇
頁
以
下

初
出

『中
国
文
学
報
』
四

一
九
五
六
)

③

侍
田
章

｢寓
暦
版
西
麻
記
の
系
統
と
そ
の
性
格
｣
(
『東
方
学
』
第
三

十

l
冊

1
九
六
五
)

④

田
仲

1
成
博
士
の

『西
麻
記
』
版
本
研
究
の
論
文
に
は
'
次
の
二
つ

が
重
要
で
あ
る
｡
『西
府
記
』
版
本
の
全
面
的
な
研
究
と
し
て
は
､
｢十

五

･
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
江
南
地
方
劇
の
髪
質
に
つ
い
て

(五
)｣

の

｢第
四
章
ノ
三

明
代
江
南
演
劇
に
お
け
る

〟雅

･
俗
〟
分
解
の
進

行

(下
)
-

北
劇
脚
本
の
分
化
-

｣
(東
洋
文
化
研
究
所
紀
要

第
七
十
二
筋

一
九
七
七
)
が
あ
り
へ
ま
た
､
西
廟
記
原
本
に
迫
る
も

の
と
し
て

｢明
初
以
来
'
西
麻
記
の
流
博
と
分
化
-

碧
箪
斎
本
を
起

鮎
と
し
て
の

一
考
察
-

｣
(
『伊
藤
激
平
教
授
退

官

記
念
中
園
撃
論

集
』
汲
古
書
院

一九
八

六
年
)
が
あ
る
｡

⑤

注
④
田
仲
前
掲
論
文

(
一
九
八
六
)
参
照
｡

⑥

西
府
記
の
版
本
に
つ
い
て
は
､
侍
田
章

『明
刊
元
雑
劇
西
廟
記
目

録
』
(東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー

一

九
七
〇
)
を
参
照
し
た
｡
こ
の
一
覧
以
外
に
'
曲
解
の
み
収
録
し
た
テ

キ
ス
ー
で
'
『薙
配
州楽
府
』
二
十
巻

(郭
勤
選
輯

嘉
靖
年
間

北
京

大
学
園
書
館
蔵
)
が
あ
る
｡

弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て
(土
屋
)

①

注
⑥
前
掲
書
に
よ
れ
ば
､
余
波
東
本
に
は
'
劉
龍
田
刊
本
の
ほ
か
熊

峰
堂
刊
本

(寓
暦
二
十
年
)
が
存
す
る
が
'
｢両
者
の
間
に
は
ち
が
い

は
ほ
と
ん
ど
な
｣
-
､
徐
士
範
本

(現
存
せ
ず

寓
暦
八
年
刊

(嚢
刻

俸
劇
西
府
記
者
嬢
に
引
-
程
巨
源
の
序
に
よ
る
)
)
の
改
訂
重
刊
本
で

あ
る
と
さ
れ
る
｡

⑧

刊
記
が
な
い
た
め
へ
刊
行
年
は
'
巻
下
巻
頭
に
附
さ
れ
る
括
槍
中
の

款
書

｢庚
成
夏
日
模
干
呉
山

無
蝦
｣
に
よ
る
｡
注
⑥
前
掲
書
に
よ
れ

ば
'
｢雑
劇
本
文
は
同
じ
寓
暦
三
十
八
年
の
刊
で
あ
る
起
鳳
舘
刊
本
の

そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
｣
と
さ
れ
る
｡
な
お
'
筆
者
は
京
都
大
学
文

学
部
閲
覧
室
戒
ア
メ
リ
カ
園
舎
固
館
善
本
叢
書
を
利
用
し
た
｡

⑨

神
田
喜

一
郎
監
修

『中
国
戯
曲
善
本
三
種

北
西
廟
記

･
断
髪
記

･

窺
符
記
』
(思
文
閣
出
版

一
九
八
二
)
を
使
用
し
た
｡

⑲

『風
月
錦
嚢
』
に
収
録
さ
れ
る

『西
府
記
』
(節
錬
)
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
｡

⑪

柴
遍
碩
人
に
つ
い
て
は
､
徐
奮
鵬
と
い
う
人
物
で
あ
る
こ
と
が
'
注

⑥
前
掲
書
六
十
七
頁
'
ま
た
'
金
文
京

｢湯
寛
平
輿
晩
明
商
業
出
版
｣

(
『世
襲
輿
維
新
-

晩
明
輿
晩
晴
的
文
学
蛮
術
』
)
に
お
い
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
｡

⑫

『董
西
府
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
へ
『『董
解
元
西
府
記
諸
宮
調
』

研
究
』
(汲
古
書
院

1
九
九
八
年
二
月
)
に
も
と
づ
い
て
校
勘
を
加

え
た
｡

⑬

注
⑫
前
掲
書
の
解
説
を
参
照
｡

⑬

法
⑫
前
掲
書
の
解
説
を
参
照
｡

119



㊨㊨㊨㊨㊨

中
国
文
学
報

第
六
十
八
筋

注
②
日
中
前
掲
論
文

(注
①
前
掲
書

六
〇
二
頁
)

難
劇
の
折
の
概
念
に
関
し
て
は
'
岩
城
秀
夫
｢元
難
劇
の
構
成
に
関

す
る
基
礎
概
念
の
再
検
討
｣
(
『中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
創
文
社

1
九

七
二
)
を
参
照
｡

注
①
前
掲
書
参
照
｡

蒋
星
燥

｢新
登
硯
的
最
早
的

『西
府
記
』
残
葉
｣
(
『明
刊
本
西
廟
記

研
究
』
中
国
戯
劇
出
版
赦

一
九
八
二
)

弘
治
本
の
折
分
け
に
関
し
て
注
⑲
前
掲
書
で
は
'
｢昔
時
の
折
そ
の

も
の
に
野
す
る
考
え
方
が
末
定
着
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
'

折
の
標
示
が
套
教
の
み
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
､
白
に
つ
い
て
十
分
な

注
意
が
拭
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
｣
(五
〇
t二
頁
)
と
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
'
弘
治
本
の
折
分
け
が
整
合
性
を
紋
-
鮎
の
み
話
題
に
し
て

お
ら
れ
る
｡
本
論
は
残
本
と
の
比
較
か
ら
､
弘
治
本
の
原
本
に
折
分
け

が
な
か
っ
た
町
能
性
を
指
摘
し
'
岩
城
博
士
の
論
を
補
強
す
る
も
の
で

あ
る
｡

田
中
謙
二

｢
『西
府
記
』
版
本
の
研
究

(下
)｣
(注
①
前
掲
書
所
収
)
0

注
④
前
掲
論
文
に
お
い
て
､
王
本
が
弘
治
以
前
の
古
本
を
見
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

注
⑫
前
掲
書
解
説
を
参
照
o

注
⑫
前
掲
書
解
説
を
参
照
｡

元
刊
本

｢大
都
新
刊
関
目
的
本
来
宙
事
犯
｣
第
二
折
冒
頭
の
ト
書
き

に
'
｢正
末
扮
呆
行
者
'
舎
火
筒
へ
上
､
念

(
こ
の
後
に
五
､
五
､
五
､

九
の
韻
文
ら
し
き
文
を
唱
え
る
)｣
が
あ
る
｡

⑮

銭
南
揚
校
注

『永
楽
大
典
戯
文
三
種
校
注
』
(中
華
書
局

1
九
七

九
)
に
よ
る
｡

⑳

蒋
星
慢

｢論
徐
士
範
本

『西
府
記
』
｣
(
『明
刊
本
西
廟
記
研
究
』
中

国
戯
劇
出
版
社

一
九
八
五

四
十

一
頁
)
｢直
到
最
近
､
我
封
明
刊

本

『西
廟
記
』
在
囲
内
外
所
蔵
状
況
作
較
全
面
的
了
解
時
'
在
上
海
園

書
館
尊
硯
了
此
書

(筆
者
注
-
徐
士
範
本
西
麻
記
を
指
す
)

｡｣
と
し
て
'

徐
士
範
の
序
文
と
巻
頭
部
分
の
書
影
を
あ
げ
て
い
る
｡

⑳

｢救
苦
難
観
世
音
｣
(弘
治
本
3
-
4
)
と

｢大
行
山
｣
(弘
治
本
5

-
1
)
の
樺
義
は
､
余
波
東
本
の
樺
義
の
本
文
と
異
な
-
'
徐
士
範
本

の
精
義
に
は
な
い
｡

㊧

高
橋
文
治

｢荏
府
君
を
め
ぐ
っ
て
｣
(
『田
中
謙
二
博
士
煩
書
記
念
中

囲
古
典
戯
曲
論
集
』
〔
汲
古
書
院

一
九
九

一
〕
所
収
)
を
参
照
｡

⑳

注
④
前
掲
論
文
｡

⑳

注
⑥
前
掲
書
二
十
八
頁

･
五
十
四
頁
｡

⑪

劉
修
業

｢呉
承
恩
著
述
考
｣
(
『古
典
小
説
戯
曲
叢
考
』
作
家
出
版
社

一
九
五
八

三
十
三
頁
)

⑫

『二
酉
園
頼
集
山
雀

一
(注
⑪
前
掲
書
附
録

三
九
〇
頁
)
｡

⑬

『中
国
古
籍
善
本
書
目
』
集
部
下

(上
海
古
籍
出
版
社

l
九
九

八
)

一
九
九
八
頁
に

｢花
草
粋
編
五
巻

明
呉
承
恩
輯

明
抄
本

存

三
巻

三
至
五
｣
と
あ
る
｡
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